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合成洗剤による蔬菜附着蛔虫卵の洗滌除去効果に及ぼす

その使用濃度と浸漬時間の影響

熊　　 田　　 三　　 由

国立予防衛生研究所寄生 虫部

（1965 年6 月30 日受領）

著 者は， さきに45 種 類の 市販合成洗剤の 蔬菜附着蛔

虫 卵除去効果を 検し，そ のい ずれもが有効であるこ とを

報告し た（熊 田，　1965）．

先の試験は洗剤 の有効 性のみを検するこ とに目的がお

万かれ たため，試験濃 度を0 ．5％とし，洗滌操作前は野菜

を浸漬する時間 を10 分 間とし，い わば 効果を 発揮させ

るに充分である と考えら れる条件下 におい て行なわれた

ものであっ た．し かし，実際 に洗 剤が家庭等で蔬菜洗滌

・の目的で使用され，る場合におい ては，主 として経済性 と

い う理由から，よ り低濃度に，ま た浸 漬時間も， より短

縮されが ちである．

そこで著者は洗剤の除卵効果 を低下 させることのない

濃度と浸漬時間の下限を もとめるこ とを目的 とし，普 通

・の市販 製品4 種を用いてその試験濃度 と浸 漬時 間の種 々

．な組み合せ条件下において除卵試験 を行っ てみた．

材料および方 法

蛔虫卵汚染 野菜の作製 ：

試 験葉の作製法については前報（熊 田，　1965）と同様 に

’豚蛔虫卵を2 ％フ ォルマ リン水中5 °C，7 日間浸漬し た

ものを新鮮なキ ャベツの葉（8　cm平方大）に人為的に附

着させて作製した．

供試洗剤：

市販中最 もひろ く普 及してい ると思 われるABS 系 の

ものから液状のもの2 種－ アルコL ，ニッサンセブンK ，

粉末状のもの2 種一ライ ポンF ，ワンダフルK の計4 種

をえらび，これを試験に用い た．

試験方法：

1） 試験条件

a） 試 験洗剤濃度：0 ．3％，　0．4％，　0．5％の3 種．

濃度を0 ．3～0．5％の範囲に限っ た 理由は 予 備試験にお

・い て浸 漬時 間を固定（10 分間）した場合，　0．2％以下の低

濃度範囲では0 ．3％以上 と比較し て明らかに除卵率が低

下 するこ とがみ とめら れたからであ る（後述）．

b） 浸漬時 間：O 分（浸漬 と同時に洗滌），　2．5分，5

分，10 分の4 種・

洗滌 試験は，各洗剤ご とに以上 の各 種濃度ど各種浸漬

時 間の2 つの 因子をそれぞ れ 組み合 せた12 種の条件下

におい てそれぞれ5 回のく り返し試験 を行っ た．

2） 試 験方 法：洗滌操作お よび除去 された虫部の算定

につい ては，上 記の条件（濃度，浸漬時 間）を除 き前回 と

同様にして 行っ た． すなわち， 試 験葉を 各洗 剤濃度液

（対照は水道水）中に所定 の各種時間浸漬後，20回 ふり洗

いを行い，こ れによっ て除去された虫卵数を求 め， これ

の全虫卵数 に対 する百分比を以 て除卵率 とし た．

各洗滌液 は， そのまま2 ～3 時間静置し たのち， サイ

フォ ンを用いて上澄部分 をすて去り，ついで沈澱 部分約20m

凵 こア ンチフ ォル ミン原液数滴 を加 えて虫卵蛋 白膜

を剥離し たのち， これを遠心管に移し，遠心（3，　OOOrpm，3

分）し，上澄 をすて沈 渣に 一旦清水20　ml　を加えて こ

れをそのまま虫卵 の鏡検時 まで氷室に保存した． かくし

て洗滌操作完了 まで に4 日間， 虫卵 算定を完了す るのに

さらに8 日間 を要し た．

試 験 成績

I　 予備試験（有効な濃度範囲を予じめ限定するため

の試験）

被検洗剤ごとの濃度，浸漬時間の各種組み合せ系列の

多元化にもとずく作業量の増大を避けるため，その濃度

条件については予じめ大体の有効限界を定めておく必要

がある．そこで予備試験として上記4 種類の洗剤を用い

各洗剤ごとに，浸漬時間を10 分間とした場合における

各濃度（0％，　0．1％，　0．2％，　0．3％，　0．4％，　0．5％）

別の除卵率をもとめてみた．その結果は第1 表，第1 茵

（495 ）
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第1 図　洗剤の使用濃度 と除卵率 との関 係

（浸漬時間　10 分）

の如 くなっ た．

洗 剤の種類によっ て成績に若干の相違が示され てはい

る か，い まこれを平均したものについてそ の傾向 をみる

（496 ）

第2 表　除卵効果に及ぼす洗剤濃度と浸漬時間

との関係　アルコL の場合
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第2 図　 除 卵 効 果 に 及 ぼ す 洗 剤 濃 度 と 浸 漬 時 間

と の 関 係　 ア ル コL の 場 合

に，洗剤濃度0 ．2％までは濃度を増すにつれて約10 ‰

づつの除卵率の増加がみられたが，　0．3％以上の各濃度

では約5 ％づつの増加に過ぎない．

以上の成績にもとずき，有効濃度範囲は一応0 ．3　％以

上にあるものと考え，本試験では試験濃度を0．3％，0

．4％，　0．5％とした．

n　 本試験：

1） アルコL の場合

成績は第2 表，第2 図にしめされる．

a） 洗剤濃度：各浸漬時間ごとに洗剤濃度別の除卵率

－O － ア儿コL

一 心－ ニッサ冫 セブンK　　　　　　　　　　 ／ 口

‾ ゛‾ うイポ、ンF　　　　　　　　 ／ ‘”’D　　　　　O
－ ロー ロンダフんK　　　　　　D　　　　　9 ／Xノ

ノ

ト

ご 矗

／

ム○

一 一 一 一 ＝ － に ー 」－

y／ 二
厂gノ

ノ　

ヨ｜

4二l　゙ lj　（水道水） ％　　 ％　　 ％　　 ％　　 ％

一

－ 　 一 一



第3 表　除卵効果に及ぼす洗剤濃度と浸漬時間

との関係　ニッサンセブンK の場合
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第3 図　 除 卵 効 果 に及 ぼ す洗 剤 濃 度 と 浸 漬 時 間

と の関 係　 ニ ッ サ ン セ ブ ンK の 場 合

を み る に ， 用 い た3 種 の 濃 度 間 に は と く に差 は み と め ら

れ な かっ た ． た だ し 例 外 的 に2 ．5分浸 漬 と し た 場 合 に お

け る 成 績 に お い て0 ．4％ 洗 剤 液 使 用 に よ る 除卵 率 の み が0

．3％・0 ．5％ の も の に 比 し て・ か な り高 く・ 除 卵 率 で

は 約20 ％ の 差 とな っ て 示 さ れ た が， こ の 原 因 に つ い て

は 必 ら ず し も明 ら か で ない ．

b ） 浸 漬 時 間 ：浸 漬 時 間 の 長 短 と 除 卵 率 と の 関 係 を み

る に ，　0 ．3％ ，　0 ．5％濃 度 の も の に あっ て は ，　2．5分 以 下

と5 分 以 上 との 間 に著 しい 差 （除 卵 率 と し て 両 者 と も約27

　％ ）が し め され た0 ．4％ 濃 度 の も の に つ い て はO 分

（497 ）

第4 表　除卵効果に及ぼす洗剤濃度と浸漬時間

との関係　ライポンF の場合
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第4 図　除卵効果に及 ぼす洗 剤濃度と浸漬時間

との関係　 ライ ポンF の場合

と2 ．5分以 上の問に差（除卵率 とし て28 　％）が顕著であ

っ た．　い ずれの濃度 の場合 とも5 分浸 漬と10 分浸漬 と

の間に除卵率の上でほ とん ど差 がみられなかっ た．

2） ニ ッサ ンセブ ンK の場 合

成 績は第3 表，第3 図にし めされる．
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第5 表　除卵効果に及ぼす洗剤濃度と浸漬時間

との関係　ワンダフルK の場合
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第5 図　 除 卵 効 果 に及 ぼ す 洗 剤 濃 度 と 浸 漬 時 間

との 関 係　 ワ ン ダ フ ルK の場 合

－

除卵率 は浸漬2 ．5分以下 と5 分以上の間におい て明 瞭な

差（20 ％）がしめされた． 一方0 ．4％濃度で は浸漬5 分

まで は階 段的に10 ％ぐらいづつの 除卵率 の 上昇 がみら

れ た．い ずれにせよ5 分浸漬 と10 分浸漬 と の 間に は僅

かな差（5 ％～6 ％）しかみられなかつ たこ とは アルコL

の場 合 と同様である．

3） ライポ ンF の場合

成 績は第4 表，第4 図にし めされ る．

a） 洗 剤濃度：3 種濃度間におけ る除卵率 の差 は最大

約10 　％　（5 分浸漬時）程度で， 総じて 使用 濃度差 による

除卵率 の差は ほとんどみとめられなかっ た．

b） 浸漬時 間：0．4％洗剤液におい ては， 各浸 漬時 間

に伴い， ほぼ 階段的に 除卵率 の 増加 が み ら れ たが，0

．3　％と0 ．5％液では2 ．5分以下 と5 分以上浸漬 のもの

との間に顕著 な除卵率の差（14　％～17 ％）がみられた．4

） ワ ンダフルK の場 合

成績は第5 表，第5 図 にし めされる．

a） 洗剤濃度：いずれの試験濃度 のものとも極めて一

致し た除卵率をし めし，各濃度 間には 差をみとめること

はで きな かっ た．

b） 浸漬時間：浸漬時間ご との除卵 効果 につい ては，

各濃度液 とも よく一致し た傾向 をしめし， 浸漬時間の増

加 とともに除卵率 も増大 する 傾向 がし めされた． と りわ

けその差は2 ．5分 と5 分浸 漬の間に最も顕著（19　％～25

％）であっ たが，ま た5 分浸 漬と10 分浸漬問にもかな り

の差（9．5　％～13．4％）がみられた．

考　　 察

試験 の結果，用い た4 種の洗 剤につい てほぼ一致して

み とめら れた傾向 とし てい えることは，1） 洗剤の使用

濃度に関して は，　0．2％以下 の各試 験濃度間では， か な

りの効力差 がしめされるが，0．3％以上0 ．5％まではほ と

ん ど差 がみら れない．2） 洗 滌前に行 な う野菜の洗剤液

中浸 漬時 間に 関し ては，　2．5分と5 分との間に とくに 顕

著 な差 が除卵率上し めされるとい う2 つの事実である．

し たがっ て，洗 剤の除 卵効果 を減ずることなく使用し

うる有効濃度 の下 限は0 ．3％， また予 備浸漬時間の下限

は5 分 とい うこ とがい えそうである．これらの条件は，

おお むね線 維製品 に附 着する汚れの除去に必要 とされる

条件 に合致 するもののようである．

綜　　 括

合成洗 剤使用による蔬菜附着蛔虫卵除去効果に関し，

洗 剤の最小有 効濃度と最短有効浸漬時間 とを求 めるこ と

を目的 として， 市販ABS 系4 種洗 剤をえら び，こ れの

種々 の濃度と種々の浸漬時間とを組み合せ た条 件下 で試

験 を行ない，以 下の結果を得 た．

1） い ずれの 洗剤 と も 予備試験 によっ て 求 められた0

．3％から0 ．5％までの有効濃度範囲では 除卵 率上， ほ

とんどみるべき差 がしめされなかっ た．

2） 以上 の有効 濃度範囲において，浸漬時 間と除 卵率

との関係を検したところ両者の関係は顕著で， 総じ て浸
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漬時 間が長い ほど効果も大きくし めされたが， とりわけ2

．5分浸 漬と5 分浸漬 との間に著明な 差 がみら れた．

3） 以上 の結果 から，除卵効果を とくに減ず ることな

く用い うる洗剤の使用条件下の下限は，濃度0 ．3　％，浸

漬5 分であると結論される．

稿を終るにあ たり，終始 有意義 なる御指導と御校閲を

いただい た予研寄生 虫部長小宮義孝 博士ならびに小林昭

夫博士に深甚 なる謝意 を表し ます．

本研究の一部要旨は 昭和39 年 第24 回日本寄生 虫学会

東日本支部大会におい て発表し た．
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ON 　SOME　FACTORS　INFLUENCING　THE　DETERGENT　ACTIVITY　FORELIMINATION　OF　ASCARIS　EGGS　FROM　VEGETABLE　LEAVES

Mitsuyoshi　KUMADA

の ゆの勿・azZザ ハirasitology，　National　Institute　of　Heal高 乃 勾。，　Japan）

In　the　preceding　paper　（Kumada ，　1965 ），　the　author　presented　the　evidence　of　usefulness　ofthe　synthetic　detergents　on　sale　for　the　elimination　of　ascaris　eggs　from　vegetable　leaves

　whenapplied　for　washing

．　The　forn ！er　tests　were　run　under　a　condition　of　using　0．5　percent　detergentsolution　and　of　keeping　the　test　leaves　immersed

in　the　solution　for　10　minutes　before　washing ．However

，　there　may　arise 　some 　desire　or　possibility，　chiefly　from　economical　reason，　to　reducethe　dose

　of　detergent　applied　and　to　save　the　immersion　time　without　minimizing　the　desiredeffect

。

With　such　idea，　the　author　conducted　a　series　of　washing　tests　using　4　samples　of　syntheticdetergent　of　ABS　origin　to　require　the　possible　lower　limit　of　the　concentration　and　shorterlimit　of　the　pre

－washing　immersion　time ．　The　test　conditions　under　study　involved　variouscombinations　of　different　concentrations　and　varying　immersion　time

．　Washing　procedure　andevaluation　of　the　results　were　essentially　the　same　as　those　in　the

previous　paper 。

The　results　obtained　were　as　follows　：

1．　A　somewhat　marked　difference　was　indicated ，　in　general ，　in　the　elimination　valuebetween　two　different　concentrations　i

．　e．　0．2　％ 　and　0．3　％　with　higher　effect　in　the　latter，　whereaslittle

　or　slight　differences，　if　any，　were　shown　among　those　of　0 ．3　％　－　0．5　％　of　the　detergents。2

，　When　the　concentration 　were　fiχed　within　a　range　from　0．3　％　to　0．5　％，　the　eliminationvalue　tended　to　decrease　as　the　immersion

time　became　shortened ．　A　marked　difference　in　effectwas　shown　between　2

．5　and　5　minutes　of　immersion 。

3．　It　was　concluded ，　from　the　above　results，　that　a　concentration　of　0．3　％　might　be　the　lowerlimit　and　5　minutes　the　minuest　time

of　immersion　without　producing　significant　loss　of　the　effect

as　such．
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